
3Dシミュレーションオプション発売で開発効率向上

オートメーションソフトウェア
Sysmac Studio



Sysmac Studio
モノづくりの変化に対応し、生産性を
向上できる統合ソフトウェア

装置やコンセプトを柔軟に変更できなければ、市場の変化に対
応することはできません。また、これまで個人で行ってきた装置
の設計・立上げ・保守作業は、複数人で分担し、調整しながら行
うチーム作業に変わりつつあります。
これらの変化に対応し、生産性を向上できるソフトウェア。
それがSysmac Studioです。
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Minimize time to market

設計フェーズでの開発期間やコストの増
大は、開発プロジェクトに影響を与えます。
複数の分野が統合され、チームが効率的
に協働することで、市場投入までの期間の
短縮を可能とします。

Reduce installation costs

目的に合わせたツールを使うことで、ミス
やコストを減らし、短期間での立上げを実
現します。

Boost Productivity

総合設備効率データを垂直統合し、保守
を容易にすることで、生産性と装置稼働率
を向上します。

知能化され相互接続されるこれからのFA現場では、設計・立上げ・保守作業に適切な

最新のソフトウェアツールを使わなければ、開発・保守費用の増加につながります。

オムロン独自の開発環境Sysmac Studioは、シーケンス、モーション、ドライブ、ロボティクス、

セーフティ、HMI、センサ、さらに情報処理を1つのプロジェクトに統合。

統一されたUIにより操作の習得にかかる時間や機器のセットアップ時間を削減します。

また、複数人開発や統合シミュレーションにより生産性を大幅に向上させます。

Sysmac Studioは、装置やシステムのライフサイクル全体の生産性を
向上させるために設計された統合開発環境です。

統合開発環境

DESIGN COMMISSIONING PRODUCTION



One Software
•	Sysmac Studioは、シーケンス制御、セーフティ、モーション、ドライブ、ロボティク
ス、HMI、I/O、画像センサ、高性能センサ、そして情報処理のサポート機能を統合し
た柔軟で強力な開発環境です。操作の習得が簡単で、ソフトウェアの統合工数も不
要なため、工数と費用を削減できます。	

 

チーム開発
•	複数ユーザによる協調開発が可能です。独自のグラフィックインターフェイスとGit
のバージョンコントロールシステムを統合し、プログラムや変更履歴を管理します。

シミュレーション
•	3D	CADデータ*1を読み込み、Sysmac	Studioだけで3Dシミュレーションが可
能です。設備開発で作成した制御プログラムの動作を、すぐに仮想環境上で検
証することができます。設計段階でプログラムの精度を高めることができるため、
実機検証時の後戻りを低減し、開発期間を短縮できます。
•	工程設計時の実現性検証や、メカ設計者と電気設計者で動作設計の際の認識合
わせなどに活用することで、開発上流での設計品質と設備開発効率を大幅に向上
させることができます。
		詳細を動画でご紹介。　www.fa.omron.co.jp/3d-simulation

モジュール設計
•	Sysmac Library、HMI画面開発用のIAG、柔軟なEtherCAT構成などを提供しています。

ソフトウェア連携
•	PLC	open	XML（IEC	61131-10）で他のソフトウェアとPLCプログラムのデータ交
換が可能です。

Minimize time to market 

DESIGN

【NEW】 3Dシミュレーションオプション発売で強化



統合立上げツール
•	簡単に高度なチューニングを行えるドライブツール、バックアップ／リスト
ア機能、プロジェクトバージョン管理機能、高精度トレンドモニタ、ビジュア
ルカムエディタ、ネットワーク設定など、高機能な立上げツールを搭載して
います。	

 

トラブルシューティング
•	ひとつのレポートで、コントローラだけでなく接続したSysmac機器のトラ
ブルシューティングも完了します。コントローラ、ネットワーク、スレーブの
エラーを検出すると同時に必要な情報を表示することで、立上げ工数を
大幅に削減します。

派生開発
•	ひとつのプロジェクトから派生した複数のEtherCAT構成設定が管理で
きます。

複数人立上げ
•	バージョン管理システムとしてGitをサポートしているので、立上げチーム
内で簡単にバージョンを同期し、最新に保つことができます。
•	社内、社外を問わず複数の開発者が同時に作業できるので、立上げ期間
とコストを削減できます。

情報システム
•	IoTでは、制御と情報の融合が必要です。OPC UA、EtherNet/
IP、EtherCAT、PackMLなどの国際規格に準拠しており、制御と情報を
融合することができます。	

 

装置稼働率向上
•	データベース接続が、SQLファンクションブロックライブラリで簡単に
実現できます。
•	高度なトラブルシューティング機能と予兆保全により、装置稼働率が
大幅に向上します。

国際規格準拠
•	Sysmacはオープンシステムを目指しています。Sysmac Studioは、	
IEC	61131-3、IEC	61131-10、PLCopen、SECS/GEM、OPC	UA、	
EtherNet/IP、EtherCAT、SQL、FTP、Gitなどの主要なFA規格に準拠
し、最新技術に対応しています。

複雑を簡単に
•	高性能な開発ツールでありながら、使いやすいインタフェースを搭載。
短時間で保守に必要な操作を習得でき、複雑な作業を簡単にします。

Reduce installation costs Boost Productivity

*1.3D CADデータはSTEP/IGESをサポートしています。

COMMISSIONING PRODUCTION



統合開発環境　Sysmac Studio6

One Software

  ひとつのプロジェクトにすべて
のSysmac機器を統合

  ひとつの開発環境に直観的に
操作できるインタフェースと
多彩な機能を搭載

  ひとつのソフトウェアで複雑な
作業を簡単に

  国際規格準拠

Logic
• アプリケーションに合わせて選べる

充実したラインナップ
• プログラムを再利用可能
• ユーザ資産を保護

Sysmac Studioは、情報処理、HMI、ネットワーク、シーケンス、モーション、セーフティ、画像センサ、
ロボティクス、NC、I/Oなどのサポート機能を搭載し、装置全体を制御することができる統合開発環境です。
直観的に操作ができ、アプリケーションのプログラミング、立上げ、メンテナンスに必要な機能を搭載しています。

Sensing

Information

Visualization

Logic

Simulation

SCALABILITY

Extended
Lineup

FACTORY 
AUTOMATION

Simulink
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Motion & Drives

Vision

Robotics

CNC

I/O

Safety

MACHINE 
CONTROL
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Sysmac Studioの概要

モーションプログラミング 
• 50個以上のPLCopen準拠のモーションファンクショ

ンブロックをコントローラで使用することで、単軸、同
期、連係など多彩なモーションアプリケーションを設
計可能

• 補間動作の設計もできるグラフィカルなカムエディタ

• メンテナンスや試運転に必要なさまざまなドライブ
機能（単軸/複数軸チューニング、メカ解析、パラメー
タ設定など）

セーフティを統合 
• 専用のファンクションブロックダイアグラムとGUIで立

上げ工数やプログラミング工数を削減

• デバイス変数のマッピングやセーフティコントローラ
とオートメーションコントローラの間でEtherCAT変数
の共有が簡単に

• レポートの印刷が可能

複数人開発環境 
• 社内はもちろん社外の開発者とも同時に開発

• 派生装置も含め全ての装置を正しいバージョンで管理

• 派生装置設計やカスタマイズを効率的に実行

• 代表的なバージョン管理システムGit TMと連携

カムエディタ

ラダー

インラインST

*1.3D CADデータはSTEP/IGESをサポートしています。
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HMIを統合 
• プログラマブルターミナルNAシリーズと組み合わせて、　

開発コストとメンテナンス工数を削減

• 動画やPDFを表示して操作性やメンテナンス性を向上。　　
より使いやすく、より生産性の高い装置に。

画像センサを統合 
• ドラッグ＆ドロップで簡単に画像センサを設定・プログラミング

• FHシリーズなどの画像処理システムを統合。カメラで撮影
した画像をインポートして、画像処理アプリケーションを正
確にシミュレーション

トラブルシューティング 
• コントローラだけでなく、アクチュエータ、機器、センサ、HMIな

どを統合してトラブルシュートが可能

異常項目リスト

ライブイメージ

100以上のツールFHシリーズのすべての設定にアクセス

オムロンの機器で
発生した異常

異常の詳細情報
と対処方法

Intelligent
Application
Gadgets

シミュレーション
• 3D CADデータ*1をインポートし、Sysmac Studioだけで

3Dシミュレーションが可能
• ウィザード形式による簡単設定
• センサ・ソレノイドが簡単な設定で使用可能。

シミュレーション専用プログラムの作成不要。

詳細を動画でご紹介。　www.fa.omron.co.jp/3d-simulation

【NEW】 3Dシミュレーションオプション発売で強化
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